
も
向
上
で
き
ま
す
し
、
日
本
独
特
の
勤

勉
さ
や
仕
事
の
進
め
方
を
身
に
付
け
て

い
れ
ば
、
海
外
で
も
必
ず
役
に
立
ち
ま

す
。私
も
さ
ら
に
専
門
技
術
を
学
び
、引

き
続
き
研
さ
ん
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。

柔
軟
に
考
え
る
こ
と
で
、
私
自
身
の
成

長
に
も
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

現
在
は
ア
ジ
ア
の
２
カ
国
で
、
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
を
活
用
し

た
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
ブ
ー
タ
ン
で
は
、
先
の
熊

本
地
震
で
も
大
き
な
被
害
を
出
し
た
斜

面
崩
壊
や
地
滑
り
の
起
こ
り
や
す
い
地

点
を
調
べ
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

作
成
中
で
す
。
同
国
の
担
当
者
が
こ
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
見
れ
ば
、
地
図
上
で

ど
こ
の
地
滑
り
が
危
険
な
の
か
ひ
と
目

で
分
か
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
防
災
対
策
に

役
立
ち
ま
す
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
水
関
連
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
一
環
と
し
て
、
か
ん
が

い
施
設
を
含
む
河
川
維
持
管
理
施
設
や

堤
防
の
位
置
、
破
損
し
た
場
所
な
ど
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

ど
う
役
立
つ
か
理
解
し
て
も
ら
う
の
に

時
間
が
か
か
っ
た
り
、
お
互
い
の
理
解

不
足
か
ら
思
う
よ
う
に
技
術
移
転
が
で

き
な
か
っ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
よ
う

や
く
順
調
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

入
社
８
年
を
経
て
、
よ
う
や
く
開
発

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
一
員
と
し
て
自
覚

と
自
信
を
持
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
に

な
れ
た
気
が
し
て
い
ま
す
。
若
い
皆
さ

ん
も
焦
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
語
学

力
は
海
外
で
の
仕
事
を
通
じ
な
が
ら
で

常
に
柔
軟
な
思
考
で
現
場
に
対
応

研
究
分
野
は
、
地
震
や
地
下
水
な

ど
の
自
然
現
象
を
物
理
的
な

面
か
ら
考
察
す
る
自
然
史
科
学
で
す
。

大
学
院
修
了
後
に
地
球
シ
ス
テ
ム
科

学
を
選
ん
だ
の
は
、
ま
さ
に
自
分
の
研

究
分
野
を
生
か
し
た
仕
事
が
で
き
る

と
思
っ
た
か
ら
で
す
が
、
か
つ
て
同
じ

研
究
室
に
い
た
当
社
の
会
長
と
出

会
っ
た
こ
と
も
縁
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
海
外
で
働
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
国
際
協
力
機

構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）や
政
府
開
発
援
助（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
に
つ
い
て
も
知
識
と
し
て
知
っ

て
い
た
程
度
で
す
。
し
か
し
、
入
社
２

年
目
に
ボ
リ
ビ
ア
で
初
の
海
外
出
張
を

経
験
し
て
か
ら
、
ほ
ぼ
毎
年
、
開
発
途

上
国
に
通
う
う
ち
に
気
持
ち
が
変
わ
り

ま
し
た
。
途
上
国
で
開
発
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
を
行
う
場
合
、
相
手
の
能
力

に
合
わ
せ
た
調
整
作
業
が
何
よ
り
重
要

に
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
期
待
通
り
に

作
業
が
進
ま
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

す
が
、
相
手
国
側
関
係
者
の
話
を
じ
っ

く
り
聞
き
、「
今
で
き
る
こ
と
は
何

か
？
」「
別
の
や
り
方
は
な
い
か
？
」
と

地球システム科学
水資源開発や災害対策など緊急課題に注力

水資源開発、気候変動や災害対策など世界的な
取り組みが求められる緊急課題を中心に、実力派
コンサルタントとして地歩を固めているのが、地
球システム科学（ESS）である。1991年の創立以
来、国内事業で技術力とノウハウを培い、現在は政
府開発援助（ODA）を主軸とした海外事業が売り
上げの95％を占める。また、昨今は国内中小企業
の製品・技術の活用を通して、開発途上国のさまざ
まな課題解決を図る「中小企業海外展開支援」にも
積極的に取り組んでいる。
現在、同社は「戦略ビジョン2020」を掲げ、グ

ローバル企業への飛躍とプロフェッショナルと
しての誇りを持ち、将来に向かって夢が語れる企
業の創造を目指しており、新卒・中途も含めて優秀
な人材の掘り起こしにも積極的だ。中途採用の社
会人募集では、専門性と技術力を持ち、柔軟な発想
と高いコミュニケーション能力を備えた海外業

務経験者を求めている。新卒者（学部・大学院）は水
資源・地下水開発、防災、環境分野などの基本的な
知識と英語力（フランス語やスペイン語も歓迎）を
持ち、自らの専門性を磨き続け、気概と熱意を
持って海外の現場に向き合う人材を求めている。

Check

防災事業部

齋藤 高さん
〈35歳〉

Sai to Takashi

19
Consulting 
Firm

新卒採用：あり　中途採用：あり
募集職種： 土木（水道・河川）水理地質、環境、気象・水文、防災、

砂防などの各技術者

recruitment

company data
株式会社地球システム科学
Earth System Science Co., Ltd.
〒160-0022 東京都新宿区新宿1-23-1 新宿マルネビル7F
海外事務所：ボリビア、スーダン
設立：1991年５月　資本金：4,000万円
従業員数：53人（2016年５月現在）
代表者：代表取締役社長　板越優克
事業分野： 水資源・地下水開発、防災対策、気象・水文調査、地

下水解析、湖沼・氷河調査、土木地質調査、地滑り調
査・解析、物質探査全般、非破壊検査など

TEL：03-3357-1761
E-mail：info@ess-jpn.co.jp
URL：http://www.ess-jpn.co.jp

Career Path

Age

26

28

31

33

北海道大学大学院修士
課程（自然史科学専攻）
修了。地球システム科学
入社、防災事業部に配属

ボリビアやベトナムの
JICAプロジェクトに参画

ブータンで「道路斜面管理
マスタープラン調査プロ
ジェクト」に参画

バングラデシュで「持続的
な水関連インフラ整備に
係る能力向上プロジェク
ト」に参画

ブ
ー
タ
ン
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
技
術
移
転
セ
ミ
ナ
ー
で

（
中
央
が
齋
藤
さ
ん
）
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